
第28期第4回東大和市立公民館運営審議会 会議要録 

 

１ 日 時  令和７年 10 月 23 日（木曜日） 午後 2 時～4 時   

2 場 所  東大和市中央公民館 301 学習室   

3 委 員  （出席者）佐々木会長、津嶋副会長、澤﨑委員、中川委員、若野委員、相澤委員、新井委員 

              橋本委員、五十嵐委員、岡田委員、小川委員   

（欠席者）中屋委員  

4 事務局 （出席者）廣瀬生涯学習課長、内藤南街公民館長、森田狭山公民館長、宮田蔵敷公民館長 

原口上北台公民館長、佐野主任 

5 傍聴者  0 人   

6 次 第  （1）審議事項 

         ①令和８年度東大和市公民館重点目標について 

         ②公民館運営審議会委員研修会について 

（2）その他 

7 会議資料   

・第２８期第４回会議次第   

・公民館重点目標比較表（令和２年度～令和７年度） 

        ・こうみんかんだより １１月１日号 

        ・南街公民館主催講座 

        ・狭山公民館グループ発表会 

 

8 議事要旨   

（1）審議事項 

①令和 8 年度東大和市公民館重点目標について   

事務局より、令和 2 年度から令和 7 年度までの公民館重点目標の変遷について説明が行われた。令和 7 年度の重

点目標は、これまでの審議会での意見や諮問・答申内容を踏まえ、文言整理が行われたことが報告された。特に令和 7

年度では、コロナ禍を経て「結びつき」「異世代間の相互交流」などのキーワードが強調されている点が指摘された。   

（委員からの主な意見）   

・重点目標は様々なことが網羅され整理されているので令和８年度も引き継ぐことでよいのではないか。 

・事業の成果に対して不足する部分を重点目標にしたらよいのではないか。 

・重点目標の中で実施できているものはあるのか。（誰でも利用しやすい、異世代交流など） 

・令和 8 年度の重点目標は、令和 7 年度の内容を基本的に踏襲しつつ、具体的な事業を各公民館で進めるべき。   

・重点目標の成果や課題を明確にし、次年度の計画に反映させるべき。   

・子供達に文化的・伝統的な体験をする機会の提供を強化し、デジタル化の弊害を補完する取り組みを進めるべき。   

・防災や福祉的課題への対応を重点目標に盛り込むことを検討すべき。   

・南街の事業は、参加時間が日中となっているため、参加できる人が限られてしまうので検討が必要ではないか。 

（審議の結果） 

令和 8 年度の重点目標は令和 7 年度の内容を基本的に踏襲しつつ、各公民館が具体的な事業計画を進めることと

決定された。   



②公民館運営審議会委員研修会について   

事務局より、1 月に予定されている委員研修会について説明が行われた。研修会の形式として、外部の公民館を訪問

する案と講師を招く案が提示された。   

（委員からの主な意見）   

・他市の公民館の成功事例を聞くことで、東大和市の公民館運営に活かしたい。   

・講師を招き、具体的なテーマ（防災教育、文化継承、福祉的課題など）について学びたい。   

・公民館の広報・PR 活動についての研修も必要。   

・他市の公民館運営審議会を傍聴し、運営方法を学びたい。   

（審議の結果） 

事務局が研修会の形式や内容について検討し、次回審議会（11 月 20 日）で案を提示することとなった。   

 

（２）その他   

・事務局より、開催通知をメール送付するにあたり、未登録の委員にメールアドレスの登録を依頼。   

・副会長より、審議会が意見交換の場として機能することの重要性についての発言があった。   

・次回会議予定: 令和 7 年 11 月 20 日（木） 午後 2 時～ 中央公民館 301 学習室 

 

 


